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申請者情報の入力
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申請様式form

申請者欄に記載した情報が、受理通知書
の申請者欄に表記されます。

申請者①に入力してください。
申請者②は必要に応じて使用
可能です。
氏名欄には、会社名から入力
してください。
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申請様式form
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申請様式form

日付は、申請書と計器の両方
が提出される日としてください。

複合計器の場合、台数欄は代表型式の
行のみ入力してください。

注意：変成器及び代表型式以
外の備考欄は使用できません。

＊代表型式とは、複合計器における以下のルールによる上位の計器です。

特別精密電力量計 > 精密電力量計 > 普通電力量計 > 無効電力量計 > 最大需要電力計
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計器と変成器の台数が異なる入力事例①
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１ 計器の台数が変成器の台数より多い場合
変成器共用の場合（申請様式form）

送受電など変成器共用により、計器の台数が変成器の台数より多い場合、
計器を分割して入力してください。

まとめ
て入力

分割し
て入力
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計器と変成器の台数が異なる入力事例②
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２ 計器の台数が変成器の台数より少ない場合
多回路合成（CT合成）の場合（申請様式form）

多回路合成など計器の台数が変成器の台数より少ない場合、情報入力form において
計器の情報が入力されていない行に変成器のデータを入力しないでください。
２回路又は３回路パルス合成方式において、送量器や変成器などの型の記号や製造番
号等の情報を入力する場合は、 付属器具欄又はデータ欄 をご利用ください。
入力欄が不足しているときは「別紙参照」などの対応をお願いします。

多回路合成（CT合成）の場合（情報入力form）

付属器具欄又はデータ
欄への入力例
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低圧双方向計器の入力方法①
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１ 単独計器の場合

台数と個数の入力は、「数量（個）＝数量（台）×２」として入力してください。
なお、「同種計器個数」は入力しないでください。

推奨している手数料の入力は、申請グループ番号１のように１個目の手数料欄に各電流方向の
計器の手数料の合計を入力してください。
なお、申請グループ番号２のように各電流方向の計器の手数料を個別に入力する方法でも正
しい手数料となります。
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低圧双方向計器の入力方法②
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１ 変成器付計器の場合

台数と個数の入力は、「数量（個）＝数量（台）× ２」で入力してください。
申請グループ番号２のように「複合区分」及び「同種計器個数」に入力しない方法を推奨して
いますが、申請グループ番号１及び３でも申請することは可能で、違いは以下のとおりです。

申請グループ番号１ ： 「同種計器個数」に「２」を入力。
申請グループ番号３ ： 「複合区分」に「１」を入力。

手数料の入力は、申請グループ番号２及び３のように１個目の手数料欄に各電流方向の計器の
手数料の合計を入力する方法を推奨していますが、
申請グループ番号１のように各電流方向の計器の手数料を個別に入力する方法も可能です。
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高圧双方向計器の入力方法①
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１ 双方向計器の場合
 （例）
 特別精密級電力量計（全日・力測用電力量）
 無効電力量計（力測用無効電力量）遅電流用
 最大需要電力計（順潮流用）（逆潮流用）

高圧双方向計器の場合、申請グループ番号１のように「複合区分」及び「同種計器個数」を入力

してください。

手数料の入力は、手数料欄に各電流方向の手数料の合計を入力してください。

なお、 １個目の手数料欄及び２個目以降の手数料欄に入力しないでください。（各電流方向の手

数料を個別に入力する方法は不可。）



高圧単方向計器の場合、申請グループ番号２のように「複合区分」及び「同種計器個数」を入

力してください。

手数料の入力は、手数料欄に各電流方向の手数料の合計を入力してください。

なお、 １個目の手数料欄及び２個目以降の手数料欄に入力しないでください。（各電流方向の

手数料を個別に入力する方法は不可。）
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高圧双方向計器の入力方法②
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２ 単方向（順方向のみ行う計器）の場合
 （例）
精密級電力量計（全日・力測用電力量）
 無効電力量計（力測用無効電力量）遅電流用
 最大需要電力計（順潮流用）
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高圧双方向計器の入力方法③
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３ 定格需要時限（15分、30分）について

需要計器の「定格需要時限」は、定格時限欄に 「15/30」 と入力してください。
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情報一覧ファイルの作成
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申請情報の作成が終わりましたら、申請様式form の「ファイル出
力」ボタンを押下してください。
電子申請システムに添付する情報一覧ファイルが作成されます。

ファイル名の構成は、以下のとおりとなっており、ファイル名の変更
は行わないようにしてください。

（単独計器の例）

T20220922-121314

(識別表示：１桁）（年月日：８桁）-（時分秒：６桁）

 識別表示：単独 T

識別表示：変付 H
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入力シートについて
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申請情報を入力したシートは、必ず「入力方法」シートと「入力リスト」シート（右から２シート）
の左側に配置してください。
「ファイル出力」ボタンを押下して情報一覧ファイルを作成する際、「入力方法」「入力リスト」
シートを除いたシートの情報が出力されます。
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